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Ⅰ
　形容詞 worthy は現代英語では「価値ある、立派な」（e.g. a worthy  cause） の意味の限定形容詞として使
われるか、叙述的に of - 目的語や to 不定詞を伴って「～（する）に値する、～（する）にふさわしい」（e.g. 
worthy  of praise; worthy  to be praised） の意味でつかわれる。ところが今ではその限定用法さえ形式張った
ものになり、不定詞を従える用法も最近の英国系辞書や一部の米国系辞書からは消えている。1） わが国の辞
書でも叙述用法の意味の方が見出しの先に来ているものが多くなっている。また、この叙述用法に関して 18、
19 世紀までは散見される of のない形、つまり名詞相当語句 （NP） を直接従える構造 （e.g. worthy  praise [= 
worthy  of praise]） も古風あるいは高雅な文体とされている。2） これらのことを考えると現代では worthy は前
置詞 of を伴った叙述用法しか残っていないような印象さえ受ける。
　形容詞 worthy は中英語 （Middle English） に初出するが、その中英語 （ME） における形容詞 worthy の統語
法を扱った田島 （2014） によると、ME 期では限定用法はともかく叙述用法に関しては現代英語に比べて実に
多様であったと述べ、実に 7 つの型に分類した用例を挙げている。近代英語 （Modern English） を扱ったもの
では Rohdenburg （2007） が、16 ～ 19 世紀における様々な前置詞構文の盛衰を取り上げた論文の中で、‘（un）
worhty （of） NP’ に関するデータを報告している。それによると、16 ～ 17 世紀では of のない形が優勢であ
るが、18 世紀になると逆転され、19 世紀後半には 1 割程度まで減少するという。実際には、18 世紀はどのよ
うな状況であったのだろうか。この点を明らかにするために、小論では 18 世紀イギリスの主に小説等 8 作品
を第一次資料として、叙述形容詞の worthy の用法を観察してみたいと思う。ただし、名詞を修飾する限定用
法の worthy と目的語を取らない叙述用法の worthy の場合、統語法上の変化は見られないので取り上げない。
なお、worthy を論じる場合、否定接辞を伴った unworthy も含めることにする。
　調査した 8 作品についての略称、及び刊行年代等は次の通りである。
Crusoe  = Daniel Defoe, Robinson Crusoe  （1719）
Gulliver  = Jonathan Swift, Gulliver's Travels  （1726）
Pamela  = Samuel Richardson, Pamela  （1740）
Andrews  = Henry Fielding, Joseph Andrews  （1742）
Shandy  = Laurence Sterne, Tristram Shandy （1760-67）
Otoranto  = Horace Walpole, The Castle of Otoranto  （1764）
Wakefield  = Oliver Goldsmith, The Vicar of Wakefield  （1766）
Scandal  = Richard B. Sheridan, The Scool for Scandal  （1777）
──
1） たとえば、COD 11th ed. （2004）, AHD 4th ed. （2007）等参照
2） たとえば、Fowler, A Dictionary of Modern English Usage , 1st ed. （1926,  s. v. worthy）
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Ⅱ
　先にふれた田島（2014）では中英語期の叙述用法の形容詞 （un）worthy が目的語を従える構造に関して、（i） 
worthy  + 不定詞、（ii） worthy  + that 節、（iii） worthy  + NP、（iv） worthy of  + NP、（v） worthy to  + NP、（vi） 
worthy for  + NP、（vii） worthy  + 複合副詞 の７つの型に分類して多くの用例が収集されている。この多様な
状況から前置詞 of を伴った用法しか残っていないような印象を受ける現代まで、叙述形容詞 worthy の用法は
どんどん淘汰されていったと想像されるが、小論で扱う 18 世紀では、この 7 つの構造のうち （i）～（iv） の 4
つが確認された。4 つの型をそれぞれの代表例とともに以下に示す。引用例中のイタリックと下線はすべて筆
者のものである。
（i）worthy  + 不定詞
（1） I, therefore, have nothing to say for myself, but that I am not worthy  to stay, and so cannot wish to stay, 
and will not stay: （Pamela , p. 61）
（ii） worthy  + that 節
（2） “No,” replied Matilda, “I will ask him myself, if he knows aught of Isabella: He is not worthy  that I should 
converse farther with him.” （Otoranto , p. 45）
（iii） worthy  + NP
（3） The real poet, as he braves every hardship for fame, so he is equally a coward to contempt; and none but 
those who are unworthy  protection condescend to solicit it. （Wakefield , p. 157）
（iv） worthy of  + NP
（4） How many Caesars and Pompeys, he would say, by mere inspiration of the names, have been rendered 
worthy of them? （Shandy , p. 39）
以下に本調査で見られた叙述用法の （un）worthy の用例数を作品ごとに示す。
表１：worthy に後続する統語構造
不定詞 that 節 NP of  NP 計
Crusoe  （1719） 1 0 0 0 1
Gulliver  （1726） 1 0 0 0 1
Pamela  （1740） 6 0 4 37 47
Andrews  （1742） 2 0 4 5 11
Shandy  （1760-67） 2 0 0 1 3
Otoranto  （1764） 0 1 0 2 3
Wakefield  （1766） 0 0 2 1 3
Scandal  （1777） 0 0 1 1 2
計 12 （17%） 1（1%） 11 （16%） 47 （66%） 71
　第一次資料がまだ十分でなく収集できた全体の用例数が少なかったこともあるが、総数 71 例のうち半数以
上の 47 例がPamela からの用例である。これには作品の性質が少なからず関係していると考えられる。この
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作品は主人公の女性の書簡を基にした内容かつ上流階級の事柄を扱ったものであり、人の性格や性質に関する
話題が多かったことから「～（する）に値する、～（する）にふさわしい」の意味で使われる worthy の用例
が多く出たのではないかと思われる。図らずもこのことは作者こそ違うもののPamela の続編として書かれた
Andrews においても worthy の用例数が 11 例とPamela に次いで多いことで裏付けられている。他の作品に
はほんの数例ずつしか見つからなかった。
　小論で収集した目的語を従える 4 つの型についてみると、一番多いのは現代英語で普通とされるworthy of 
+ NP で 47 例（66％）、次いでworthy  + 不定詞の例が 12 例（17％）であった。今日では＜古風＞とされる直
接名詞句を従える例は 11 例（16％）あり、18 世紀では非常に珍しいと考えられる that 節を従える例も 1 例
（1％）だけ見つかった。先に示した （2） の例である。しかし前述のように小論ではPamela の用例数が例外的
に多いため、全体の統計を歪めてしまっている。Pamela の用例を除外して見てみよう。総数 24 例中worthy  
of  + NP で 10 例（42％）、次いでworthy  + NP 7 例（29％）、worthy  + 不定詞 6 例（25％）worthy  + that 節
1 例（4％）となる。比較すると用例数はだいぶ少なくなったものの現代英語で一般的なworthy of + NP 型が
やや優勢である。しかしworthy  + NP 型が次いで使われているところを見ると、Rohdenburg （2007） の「16
～ 17 世紀では of のない形が優勢であるが、18 世紀になると逆転され、19 世紀後半には 1 割程度まで減少する」、
という説も裏付けられるのではないだろうか。合わせてPamela では今日風のworthy of  + NP が圧倒的であ
ることを記しておきたい。また表１における 18 世紀後半の 3 作品から不定詞の用例は皆無であることを勘案
すると、小論のデータに関しては不定詞を取る用例が 18 世紀前半に多く出ている傾向があるとも言える。
　以下、worthy が目的語を従える場合に競合構造である不定詞と that 節と、名詞相当語句を従える形で競合
している NP と of NP 型を分けて観察することにする。
2.2　「worthy  + 不定詞」と「worthy  + that 節」
　18 世紀ではわずか 1 例の珍しい that 節の例を除いてすべて不定詞型であった。まず「worthy + 不定詞」の
用例を見てみよう。
（i）worthy  + 不定詞
　中英語期を調査した田島（2014）では不定詞の形として、to - 不定詞と原型不定詞の例に分けて 50 年毎にま
とめて示されている。総数 630 例中 to - 不定詞 609 例、原型不定詞 21 例で、原型不定詞の例はごく稀である
という。小論で現れた不定詞は 12 例あるがそのすべてが to - 不定詞の形をとっており、原型不定詞は 1 例も
見られなかった。なお worthy に後続する受動態不定詞 （e.g. worthy  to be praised） と受動の意味を表す能動
態不定詞 （e.g. worthy  to praise） に関して、受動態不定詞は全部で 3 例、それもすべて 18 世紀前半の作品に
見られたが、受動の意味の能動態不定詞は 1 例も見られなかった。後続する受動態不定詞の例 3 例を全て示す。
（5） "for I, whose only affliction was, that I seem’d banished from human society, that I was alone, 
circumscrib’d by the boundless ocean, cut off from mankind, and condemn’d to what I call’d silent life; that I 
was as one who Heaven thought not worthy  to be number’d among the living, or to appear among the rest of 
His creatures; （Crusoe , p. 115）
（6） It is only standing a few ridiculous Jests at first, and that too from such, generally, as are not the most 
worthy  to be minded; and, after a while, they will say, It signifies nothing to ask him: He will have his own 
Way. （Pamela , p. 331）
（7） “Your sister, as well as myself,” said Booby, "are greatly obliged to you for the comparison: but, sir, she 
is not worthy  to be compared in beauty to my Pamela; nor hath she half her merit. （Andrews , P.242）
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（ii） worthy  + that 節
　小論中で何回もふれた (2) の例であるが、OED では現在は廃用とされ、田島（2014, p. 87）によると、中英
語期でもわずか 8 例しか見られなかった珍しい構造であるが、「Poutsma （1928, Ⅲ , 54, a） は 19 世紀末の用例
も上げているので、近代英語でも散見されるのかもしれない」とも述べている。18 世紀前半からの例として小
論で見つかったのも一つの証拠になるのではないだろうか。現代英語ではまず起こらない珍しい構造なので、
再度以下に示す。
（2） “No,” replied Matilda, “I will ask him myself, if he knows aught of Isabella: He is not worthy  that I should 
converse farther with him.” （Otoranto , p. 45）
2.3「worthy + NP」と「worthy of + NP」
　名詞相当語句を従える形として競合している （iii） worthy  + NP、（iv） worthy of  + NP を観察する。中英語
期を調査した田島（2014）では worthy が NP を目的語として従える例としてこの 2 つのほかに（v） worthy 
to  + NP、（vi） worthy for  + NP の構造を挙げており、前置詞付きの目的語に関しても様々の形態をとってい
たことがうかがえるが、小論の 18 世紀のデータにこれらの構造は見られなかった。また「ME 全体では of な
しに通格の目的語を取る構造が 189 例中 138 例、と 7 割を占め支配的な用法である」（p. 88） と述べられ、現
代英語では古風とされる用法が通例であったこともうかがえる。18 世紀に関する、先にふれた Rohdenburg 
（2007） の説を検証するために小論のworthy  + NP とworthy of  + NP のデータを、18 世紀前半と後半に分け
てみると以下のようになる。
表２：worthy  + NP とworthy of  + NP
NP of  NP 計
18 世紀前半（1701 - 1750） 8 （4） 42 （5） 50
18 世紀後半（1751 - 1800） 3 5 8
計 11 47 58
　18 世紀前半では総数 50 例中worthy of  + NP が 42 例（84％）、worthy  + NP が 8 例（16％）、後半では総数
8 例中worthy of  + NP が 5 例（63％）、worthy  + NP が 3 例（27％）とではあるが、先にふれたように小論の
データは用例数の多いPamela に起因するところが非常に大きい。これを除いたデータ（括弧中の数字）で見
てみると、worthy of + NP の用例がPamela  にいかに多いのかが分かるとともに、18 世紀を通してworthy of 
+ NP がやや多いとはいえ、実際の状況としては直接目的語を従えるworthy  + NP 型も並行して使われていた
と言えるのではないか。しかも 18 世紀前半が 9 例中 5 例、後半が 8 例中 5 例と後半により現代に近いworthy  
of  + NP 型が多く表れており、この 2 つの競合構造に関してはまさに Rohdenburg （2007）の指摘する転換期だっ
たのかもしれない。以下構造別にみていく。
（iii） worthy  + NP
　形容詞 worthy が of の介在なしに名詞相当語句を支配する構造である。現代の辞書を引くとほとんどが
archaic（古風）や rare（稀）や appropriate only in exalted context（高尚な文脈にのみ見られる）等の表示
がついている。以下数例を示す。
（8） You know I have obeyed you in neither seeing nor corresponding with him: I have heard enough to 
convince me that he is unworthy  my regard. （Scandal , p.256）
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（9） “Nay, it is not your interest only, but your duty, to abstain from immoderate grief; which if you indulge, 
you are not worthy  the name of a Christian." （Andrews , P.208）
（10）  “And then it was, Am I not worthy  an Answer?” （Pamela , p. 358）
　OED （s. v. Worthy , a . 8. c.） は名詞相当語句として動名詞をとる初出例を 15 世紀中頃のAlphabet of Tales
から挙げている。田島（2014, p.89）ではこの動名詞をとる例に関して、OED の初出例よりも 1 世紀も早い例
を指摘している van der Gaaf （1928, p. 132） と同じ例が最古の例であることが再確認されている。手許のデー
タにはこのworthy に動名詞が後続する例は見当たらなかった。
（iv） worthy of + NP
　この of - 前置詞句は目的語を従える構造のうち、現存する唯一の形式である。以下に数例示す。
（11） "I always held that hackneyed maxim of Pope," returned Mr. Burchell, "as very unworthy  of a man of 
genius, and a base desertion of his own superiority. （Wakefield , p. 109）
（12） “Sir,” replied I, “your goodness will make me, every day, worthier  of the honour the ladies do me; and 
when I can persuade myself that I am more worthy  of it than at present, I shall with great joy embrace all 
the opportunities they will be pleased to give me.” （Pamela , p. 255）
（13） “And I have lost the hopes of my race!--but Conrad was not worthy  of your beauty”-- （Otoranto , p. 22）
　ちなみに （12） の例では 1 つの文の中で worthy の比較級が 1 つは worthier という語尾変化によるもの、も
う一つは more worthy という more を付ける迂言的な形になっていることが興味深いともいえる。
　田島（2014, p. 90）はこの worthy of は、今日、動名詞を目的語とすることがよくあり、中英語期にも見ら
れると述べているが、手許にも 1 例だけある。次の例である。
（14） "And I believe there are some of my discourses," cries Adams, "which the bishops would not think 
totally unworthy  of being printed; and I have been informed I might procure a very large sum （indeed an 
immense one） on them." （Andrews , P.51）
Ⅲ
　以上、今日では of - 目的語か to 不定詞を伴って「～（する）に値する、～（する）にふさわしい」の意味で
つかわれる叙述用法の形容詞 worthy について 18 世紀ではどのような構造があり、頻度はどうであるのかを観
察した。結果をまとめると以下のようになる。
　中英語期では叙述用法の worthy がとる目的語構造は 7 つの型に分類できるぐらい多様な構造が見られたが、
18 世紀ではそのうちの 4 つの型が見られるだけであった。総数 71 例中一番多く表れたのは現代英語でもおな
じみの of 目的語の例であった。次いで to 不定詞の例と、現代では古風とされる of なしに目的語を従える例が
同数程度で見られる。しかしPamela からの用例がほとんどであり、統計に影響があったため除外して観察し
たが、やはり of 目的語がやや優勢ではあったものの直接名詞相当語句を従える形も並行して使われていたと言
える。Rohdenburg （2007） によると of のある形とない形が逆転するのが 18 世紀とのことであったが、これを
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裏付けるような結果が出たと言えるのではないだろうか。現代の用法には近づいたもののまだ昔の名残をのこ
しているといったところであろうか。
　なお、細かい点ではあるが「worthy + 不定詞」構造で、中英語では散見された原型不定詞を従える例は皆
無であったこと、同じく中英語で散見されるが、近代英語では珍しい、worthy が that - 節を目的語として従
える構造が Walpole のThe Castle of Otoranto  （1764） に 1 例見られたこと、動名詞を従える構造は「worthy 
of + NP」型に 1 例見られたこと、などが興味深い点であった。
　18 世紀に関して、叙述形容詞 worthy の用法はかなり現代英語のそれに近くなっているが、依然として今日
から見れば古風な形も残存している状況ではないかと推測される。小論では全体の半数以上の用例が１作品か
ら出ていたということが終始影響していたので、これを避けるためにさらに同時代の多くの文献に当たり用例
を収集し、より精度の高い観察をすることが今後の課題である。
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